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マメ科樹木根痛菌の接種効果に関する研究

アカシア ･モクシ-の直挿造林 (第2報〕

大 宜 見 朝 栄*

ChoeiOGIMI:Studiesontheeffectsofseedinoculation

withRhizobiumonlegpuminoustrees.
OnthedirectseedingsofAcaciamollissimaWilld.(II)

Ⅰ 序 論

第2次大戦により荒廃した沖縄本島南部の丘陵地帯は農耕地を除いては,なおススキ,チガヤ群叢を

主とする植生が各地に数多く出現し,それらの要造林地面積は 3,132.77ha(1960年12月現在)にお

よび,早急緑化が望まれ,モクマオウを筆頭に一斉造林がなされている｡

一般に痩悪地においては,単純杯よりは混交林特に主林木に対する副木または補助木としてのマメ科

肥料木の導入による造林は,林地地力の増強,材横生産の促進等の見地から,経済性の高い事は異存の

ない所である｡琉球におけるこれらの肥料木についての混交試験の報告はまだ見当たらないが,パルプ,

タンニン資源として最近著しく注視されているアカシア･モリシマの直挿造林については既に 1940年

初め,沖縄本島北部山地において実施された模様であるが,戦中,戦後の社会的事情により,その多く

は伐採,掠奪され,1956年2月,当時の残存木についての調査結果はつぎの如くである｡

琉球政府経済局林務抹官有林係長福山安善氏の保存資料に

よる｡供試木5本の平均値｡

しかるに沖縄本島中,南部におけるアカシア･モリシマの山地植栽または直挿造林の研究は皆無であ

り,アカシア･モリシマが単純林あるいは混交林の構成樹種としての適否については今後の試験研究の

結果決定される可き問題ではあるが,その樹性,地理的位置等から判断して各種被害の発生が予想され

るものである｡即ち無機的危害誘因としては台風,干魅,豪雨,有機的危害としては雑草の被圧',-･アフ

リカマイマイ,ミノムシの喰害等,以上続出の恐れがある一連の問題を検討する余地が十分にあると思

われる｡

筆者は早期育成樹種であるアカシア･モリ->'マの研究の一癖として,1960年5月,..根痛菌接種による

生長促進の経済性を吟味する為,上述のススキ,チガヤ植生地における土壌を使用して施肥,接種によ

る植木鉢試験ならびに直挿造林を実施した｡前者については皐に予報として報告したが,山地直播試験

においても植木鉢試験同様,施肥,接種の効果が可成り見受けられており且つ,同時に実施した苗畑試

験 (施肥無接種)と関連して多少の知見も得られたので,現在までの結果の概要を取極め発表する次第

である｡

*琉球大学農家政工学部林学科
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御指導ならびに校閲を頂いた農林省林業試験場土壌微生物研究室長植村誠次博士に真心より御礼申し

上げる｡また,林学科学生野里和男君に種々協力して頂いたが記して謝意を表する｡

ⅠⅠ 材料および方法

A.直播試験を実施するにあたり試験地,試験区,実験方法等はつぎの如くである｡

1.試験地の概況 試験地は琉大付属演習林,首里試験地内の面積約 1180m2,海抜高約 122.-

130m,傾斜約 10度,西向きの丘陵斜面に設定した｡試験地は西側の隣接地を除き,東,南,北側は

いずれも私有地に接し,その境界はそれぞれ平均約 0.3m,1.2m,0.7m地盤が高くなり,周辺は高さ

2m内外のススキを主とする植生が見られ防風の役目を果している｡試験地は戦前までススキ,チガヤ

群叢を呈していた｡地質は第3紀層泥灰岩,土性は埴土で通気,透水性共に不良と推定される｡pⅡ は

6.8-7.0,矢木式土壌検定器による分析結果では窒素,加里,アルミナ,苦土はいずれも僅かに含み,

燐酸および石灰は頗る多いが,燐酸吸収係数は500以下の値を示した1)0

2.試験 区 試験区は試験地の中央に 2m 幅の通路を縦にとり境界とし,これより向って左 (北)

側を接種区,右 (南)側を無接種区とし,それぞれ更に第1図の如く施肥区,無施肥区を設定した｡刈

払いは通路に略ぼ直角の方向に筋刈りした｡防風対策上密櫨を目標に播き穴は丘陵斜面上に等高線に沿

い 1m間隔,また縦列は 2m 間隔とし,播き穴の大いさは 30×30em,深さ 40em とした｡施肥区

の各播き穴には混合肥料 70g(硫安,過燐酸石灰,硫酸加里それぞれ 1:4:2の割合)を播種 10日前

に施した｡

3.播 種お よび管理 アカシア･モリシマの種子は熱湯による発芽促進処理を実施,無接種区の種

第 1図 直播造林地平面図 (1:400)

1) 参考文献4参照
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子は気乾後,接種区の種子は菌溶液で接種し,半乾きの状態でいずれも1960年5月5日播種した｡供

試根痛菌は農林省林業試験場より培養試験管の送付を受け,本学森林保護実験室において更に培養増殖

(Aqedium-79)したものより1本を使用した｡ 播種量は1穴当たり20粒,覆土は接種区の場合,梢々

厚めに砂土を,無接種区においては試験地土壌を節にかけたものを使用した｡

接種区の種子の取扱いにつき作業上特に留意した点はつぎの如くである｡

イ) 根痛菌を種子に接種する際および接種種子を播種する場合,出来るだけ直射日光を避け,播付け

後直ちに覆土した｡

ロ) 根痛菌は鉱物質肥料に直接触れると死滅するので,播き穴に所定の肥料を入れ,穴土内で均一に

なる如く充分混んじた後,更に無施肥の土壌で覆土,その上に播付けた｡

間引は行なわず除草は中央通路および不成功に終った播き穴近くは残して,播種初年の7月および12

月を除いて毎月1回実施し,薬剤散布は 60年6月27日,鋼水銀剤ボル ドー液 (水 18‡に対し45g)

を,また同年8月15日,マイマイ駆除剤を適量播き穴および試験地周辺に散布した｡

B.苗畑試験

本試験は総べて施肥無接種区としたが,アカシア･モリシマを西畑で養成する場合の1資料を得,且

つ直播試験地との比較を試みる目的で実施した｡

1. 場 所 首里試験地内にあり,直挿試験地の北々西に位置し,海抜高は直播試験地より約 15m

低い｡道路に面した平坦地,面積約 115m2,北東に播種床 (幅 0.9×長さ14m,高さ 10cm)を6床

設定した｡本苗畑は従来甘庶,大豆,甘藷その他流菜類の栽培を繰り返えしていた畑であり,地質,土

性は直播試験地と略ぼ同様である｡

2. 播種お よび管理 播種床上に15cm間隔に浅い壷穴を造り,混合肥料 20g(混合の割合は直

挿試験地の場合と同じ)を入れた｡供試種子は 60年5月1日,熱湯処理後更に3昼夜水浸処理したも

のを 15粒宛挿付けた｡播種後3日日頃から発芽,1週間で略ぼ出揃った｡間引はせず濯水,除草は試

験期間中適宜実施し,薬剤散布は直播試験地の場合と同じ方法で,同じ日に行なった｡日覆は播種後直

ちに取付け9月末日除去した｡

ⅠⅠⅠ 結果および考察

苗木計測 結果は第1表の如くであり,本結果および観察と相侯ってつぎの如き傾向を考察し得るもの

と思われる｡

1) 直播試験地の,各試験区播き穴における苗の成立歩合は,施肥接種区(Ⅳ区),無施肥接種区(皿

区)は,いずれも5070内外で,無施肥無接種区 (I)区の 18%,施肥無接種区 (Ⅱ区)の 770に此

べて著しく高い値が得られており,その主因として根痛菌接種が,種子の発芽,その後の成長促進およ

び諸害の抵抗等に有利な条件を与えたものと思惟される｡なお無接種区において,工区がⅡ区より優っ

ているのは,周囲の立地条件の影響に左右されたものと思われる｡

2) 直播試験地の各試験区を通じ,1穴当たりの残存成立本数は,1-2本の場合が最も多く,3-5本

の場合は前者の約半数以下に減じ,6本以上成立しているのは,接種区にあたるⅡ区およびⅣ区に見ら

れるに過ぎない｡全般を通じ,接種区の西木は活力が旺盛な為,1穴当たりの残存成立本数は,無接穣

区の場合に比べて,優るように伺われる｡

3) 平均酉高,平均根元径は直播試験地では Ⅳ,皿,Ⅱ,工区の順に各々その値が小さくなっている.

また苗畑における施肥無接種区 (Ⅴ区)ではその平均値はいず れも直播試験地の無接種区より大きく接

種区より小さい｡
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第 1表 試験地 (区)別苗木計測結果
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4) 直播試験地の施肥無接種区の宙高最小値を除けば各区の酋高最小値,曹高最大値,根元径最大値

はいずれもⅣ,Ⅴ,1Ⅱ,Ⅱ,Ⅰ区の川削こ小さい｡

5) 接種区の笛木の着葉は概ね緑色を呈し,平均して樹勢も旺盛であり枝条量も多いが,直播試験地,

苗畑を通じ無接種区の苗木の着葉は大部分,黄白色で樹勢も弱まっているように見受けられた｡

なお,直橋造林地の接種区の苗木は,これより遥かに環境に恵まれた苗畑の施肥無接種苗木より平均

して良好な生長を示しており,特に施肥を併用した施肥接種区は他区を凌駕してよい結果を得ている事

は注目すべき現象であると思料された｡

なお,これまでの試験経過中に特に観察された危害因子として以下のものが観察された｡

イ) 早 書 直播試験地においては播種後20日日位で略ぼ発芽が出揃ったが,播種後44日目の6月

18日から7月20日までの早魅でアカシア･モリシマの稚苗が相当数枯死,其後8月下旬より9月上旬,9

月下旬より10月中旬と相次ぐ早害を受けた｡.

ロ) アフリカマイマイ8) (AohatinafulicaF6ruSSaC) 発芽直後または発芽間もない稚苗を喰害す

るように見受けられた (図版,第5図参照)｡

-) オオミノガ (CryptotheleaformoSicolaStrand) 本程の幼虫は多くは羽片の葉軸を残し他を

喰害し,また実軸,葉柄を折損するように思われた (図版,第6-第7図参照)0

ニ) -イイロヒトリ4)(CreatonotostransiensWalker) 本位の幼虫は主に′J､羽片の葉軸を残し,

他を喰害し,また新芽,新薬を刺激し内旋萎縮せしめるように思われた (図版,第8-第 10図参照)｡

アフリカマイマイはアカシア･モリ.シマの発芽間もない稚苗を砥食するが,オオミノガ,-イイロヒ

トリの幼虫の被害は著しく,捕殺せず自然に放置すれば可成り大さい苗木を衰弱,枯死に至らしめるよ

うに見受けられた｡

さて植村誠次氏等は岡山県玉野市郊外の禿赫地土壌を用いてアカシア属の根痛菌接種試験の2,3を実

施した結果,根痛菌の接種と適当な施肥の併用と相侯って初めて旺盛な生長が期待出来るものと発表し

3) 本論文末尾に掲げた図版第5-第 10図は本学農学科田盛正雄氏の掘影による
4) 標本の同定は琉球政府経済局植物防疫官東平地清 二氏による
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ている (参考文献5,8参照)0

筆者はアカシア･モリシマが琉球においても今後検討すべき早成樹種であり,且つマメ科樹木に対す

る根痛菌の接種効果に多くの示唆を受けたので同様試験を実施したが,2次的な現地接種試験において

も接種試験の結果は可成り満足すべきものであり,今後沖縄本島南部におけるアカシア･モリシマの導

入に際し一指針を与えるものと考察された｡

本試験結果から判断して首里試験地周辺のススキ,チガヤ植生地域は西畑において初めてアカシア･

モリシマの直播造林および育苗を実施する場合,アカシア･モリシマと同一の交互接種群に属する植物

の生育またはその栽培歴を調査する必要があると思われ,少なくとも本試験に供した原野および苗畑で

はアカシア属その他カウピー(Cowpea)群に属する根痛菌の分布は不十分か若しくは皆無に近いと推定

されるので,造林達成の成否を決定するものと思われる根痛菌の接種と施肥は,播種に際し是非実行す

べき課題であると考えられる｡

なお,主として直挿試験地においては草書,虫害,常風害の被害は蒙ったが危慎されていた台風の被

害は見受けられなかった｡なお,調査終了後の 1961年9月14-15日,台風18号,Naney4)の襲来に際

しては殆んど影響は認められなかったが,10月2日,台風23号,Tilda5)による倒伏の被害は甚だしく,

台風通過の翌10月3日に根固めを実施し,11月7日に苗木の枯損調査の結果,西畑の施肥無接種区の苗木

は 91%,直挿試験地の無施肥無接種区は100%,施肥無接種区 92%,無施肥接種区 3570,施肥接種区

32% それぞれ枯死していたOまた蒙雨による土砂,種子の流失は見受けられなかったが,今後アカシ

ア ･モリシマの造林および育苗を実施する場合は,特に台風の被害は十分考慮する必要があるものと思

われる｡

ⅠⅤ 摘 要

1. 琉大付属演習林,首里試験地 (沖縄本島島尻郡部朝市首里石嶺町在)において,アカシア･モリ

シマの施肥,接種による直播造林および西畑における施肥無接種による播種試験を実施した｡

2. 直播造林地 (播き穴,30×30em,深さ 40cm,施肥区は1穴当たり70g,硫安,過燐酸石灰,

硫酸加里それぞれ 1:4:2の割合に施与)の無接種区は接種区に此較し酋高,根元径の各平均値が小さく

特に施肥接種区に比較しその生長は劣悪で問題にならない｡

3. 苗畑 (施肥畳 1壷穴当たり20g,混合割合は直播地に同じ)では直橋造林地より各種作業,管理

も集約に実施,環境殊に土壌条件は割合良好であると推定されたfu:,苗木の生長は直播造林地の接種区

特に施肥接種区より不良であった｡

4.即ち本直播試験は予報の結果を現地において裏付け,確認したものであり,また自然に根痛菌の

存在が或る程度考察される本西畑においてもその分布は不十分か皆無に近いと思われるので,少なくと

も本試験に供した類似の場所等でアカシア･モリシマの造林を実施する場合は板癒菌の接種と適当な施

肥の併用は絶対に必要条件であると思料された｡

5) 最大風速 28.4m/S 瞬間最大風速 39.2m/8
6) 〝 40.0m/S 〝 58.2m/良
いずれも該地より,約4km,西の地点にある琉球気象台 (北緯26014′,東経 127041′)の観測値
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Summary

l.Experiments0mdirectseedingsbyinoculationofrootnodulebacteriatoAeaoiamolli8-

si仇aWilld.,togetherwithfertilizationtestandonSeedingexperimentsbyfertilizedandun-

inoculatedofAcacianollisSimainanurseryWereconductedattheShuriexperimentalsitein

DemonstrationForestoftheUniversityoftheRyukyu,Ishimine-cho,Shury,Naha-cyty,Shima-
jiriDiBtrict.,Okinawa.

2.TheexperimentwasdesignedtohavefourSections:(1)unfertilizedanduninoculated

see.,(2)fertilizedanduninoculatedsee.,(3)unfertilizedandinoculatedSeC.,and(4)fertilized

andinoculatedsee.SeedsofAcaciamollissimaWilld.,weresown inhole(30×30×40cm)made

ineachsection.ThefertilizedSectionswerereceived70goffertilizer(nitrogenSulphate,calcium
Buperphosphate,andpotassiumSulphate,attheratioof1:4･.2)･Theresultsoftheexperiment
showedthattheplantsintheuninoculatedSectionsweresmallerinheightanddiameteron

grolmdthanthoseininoculatedsectionsinaverage,especiallytheywereforinferiortothosein
thefertili2;edandinoculatedSection.

3.AnothertestwasdesignedtoraiseseedlingsofAcaciamollissimaWilld.,inanursery,
applying20goffertilizerperseedinghole.Thefertili2:eringredientsWerethesameaSused

above.Although theenvironmentalconditions,especiallysoil,ofthenurserywasconsideredto
berelativelybetterthan thoSeOfthedirectlysownland,andtheSeedlingSWereintensively

managed,theywereinferioringrowthtothoseoftheinoculatedsection,especiallytothe
fertili2;edandinoculatedsection.

4.Theexperimentsactuallyprovedtheauthor'spreliminaryreport.,anditwasfound

thatAcaciaRhizobiumislackingorinsuLRcienteveninthenurserywherethemicroorgani8m

wasconsideredtobeinexistancetosomeextent.Therefore,itisconsideredtobenecessary

toinoculateAcaciaRhizobiunandapplyproperamountoffertilizer,whenSylvicultureismade

onlandsimilarat,leasttothelandwheretheexperimentwasconducted.
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